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技術･家庭科研究主題 

持続可能な社会を切り拓こうとする学習者の育成 

～ 問題解決的な学習を通して、自立と協働の力を育む技術・家庭科の授業づくり ～ 
技術・家庭科主任 青柳 敬大 

家庭科分野 宮崎  茜
 

 

１．研究主題設定の理由 

 これまでの学習指導要領の成果と課題について、平成２８年１２月２１日中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学

校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」の中で、次のように明

らかにしている。 

 技術分野においては、社会、環境及び経済といった複数の側面から技術を評価し具体的な活用方法を考え出す力や、

目的や条件に応じて設計したり、効率的な情報処理の手順を工夫したりする力の育成について課題があるとの指摘が

ある。また、社会の変化等に主体的に対応したり、より良い生活や持続可能な社会を構築したりするため、技術の発

達を主体的に支え、技術革新を牽引することができるよう技術を評価、選択、管理・運用、改良、応用することが求

められる。 

 家庭分野においては、普段の生活や社会に出て役立つ、将来生きていく上で重要であるなど、児童生徒の学習への

関心や有用感が高いなどの成果が見られる。一方、社会構造の変化や家庭や地域の教育力の低下等に伴い、家族の一

員として協力することへの関心が低いこと、家族や地域の人々と関わること、社会に参画することや家庭での実践が

十分ではないことなどに課題が見られる。また、家族・家庭生活の多様化や消費生活の変化等に加えて、グローバル

化や少子高齢社会の進展、持続可能な社会の構築等、急激な社会の変化に主体的に対応することが求められる。 

 現在の子供たちが、成人して社会で活躍する頃には、我が国は厳しい挑戦の時代を迎えていると予想される。令和

７年２月２１日中央教育審議会「我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」によれ

ば、我が国が抱えている課題には、少子化に始まり、高齢化が進むことにより様々な分野での労働供給の不足や、デ

ジタル競争力で遅れを取っている等がある。世界的に見ても、気候変動などの環境問題、食料・水・資源・エネルギ

ー等の不足、人口の爆発的な増加、緊張化する国際情勢、世界経済の不安定化、ＡＩの進展による効率化とリスクな

ど課題は多岐にわたる。今の生徒が、変化の激しい時代においても、自らの多様な幸せ（ウェルビーイング）を実現

できるようにしていきたい。そのために、一人ひとりが持続可能な社会の担い手となり、持続可能な社会を切り拓く

ための資質・能力を育んでいく必要がある。このことについて、その育成に向けてどのように指導をしていくのか検

討していきたい。そこで、主題を「持続可能な社会を切り拓こうとする学習者の育成～問題解決的な学習を通して、

自立と協働の力を育む技術・家庭科の授業づくり～」と設定した。
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【技術分野】 

２．研究の目的 

 文部科学省は、中学校に情報教育を柱とする「新・技術分野」を２０３０年に創設する意向を示した（「新・技術分野」

というのは仮称）。既存の技術・家庭科は２つの教科に分離したうえで、生成ＡＩやプログラムの仕組みなどを学ぶ

情報教育を強化する考え。全体として「ものづくり」と実社会をつなげる探究的な学びを実現させたい考えであると

いうことに関心が高まっている。 

 中央教育審議会の第８回教育課程企画特別部会が２０２５年５月２２日に開かれた。当日は、質の高い探究的な学びの

実現（情報活用能力との一体的な充実）について、論点を整理した。総合を中核としつつ各教科等も含めた形で探究

的な学びを一層重視するとともに、質の高い探究に不可欠な情報活用能力の諸要素を教育内容として明記し、一体的

に向上させる方向で検討が進められた。 

 情報活用能力の育成は「情報技術の活用」「情報技術の適切な取扱い」「情報技術の特性の理解」の３段階を設定。

高校の教科「情報」に繋げるため、小学校（中・高学年）では「総合・情報の領域（仮称）」、中学校では既存の技術・

家庭科は２つの教科に分離したうえで「新・技術分野（仮称）」を創設する意向を示した。 

 世界的に見て、我が国にはデジタル競争力で劣っている課題がある。そのため、急速に進展するデジタル社会に対

応し、児童生徒の情報活用能力を高める必要があることが挙げられる。中学校技術分野においても、生徒が持続可能

な社会の担い手や創り手となれるよう、これまでの「プログラミング的思考」だけではなく、プログラムの仕組みを

理解して使いこなす力を育成していく必要があるといえる。また、そういった力を活用し、持続可能な社会を切り拓

こうとする態度も養う必要があるといえる。 

 そこで、本研究の目的は、持続可能な社会を切り拓こうとする学習者を育成するために、どのような指導をするこ

とが望ましいのか、プログラムの仕組みを理解するための授業の実践を通して検討していくこととする。 

 また、本校の技術分野における昨年度までの研究の経緯は以下の通りである。 

 

 平成１３年度 「起業家精神育成の視点を取り入れた授業」（技術分野） 

 平成１４年度 「知識と技能の総合化をめざした授業」（技術分野） 

 平成１５年度 「知識と技能を密接にかかわらせていく学習内容の工夫と実践」（技術分野） 

 平成１６年度 「学習を生活に活用する学習内容の工夫と実践」（技術分野） 

 平成１７．１８年度 「生徒一人一人が達成感を感じられる学習内容の工夫と実践」（技術分野） 

 平成１９年度 「生徒が達成感を感じられる授業の工夫」（技術分野） 

 平成２０．２１．２２年度 「かかわりを生かして力をのばす授業」（技術分野） 

 平成２３年度 「計測・制御の技術を評価する「問い」を求めて」（技術分野） 

 平成２４年度 「新しいエネルギー変換の技術」 有機ＥＬを活用した教材提案 （技術分野） 

 平成２５年度 「エネルギー変換に関する技術」 ～エネルギー変換からみるハイブリッド自動車の授業～

（技術分野） 

 平成２６年度 「３Ｄプリンタを活用し、材料加工を深く考える授業」（技術分野） 

 平成２７年度 「３Ｄプリンタで印刷し活用する授業」（技術分野） 

 平成２８年度 「３Ｄプリンタで印刷し活用する授業」（技術分野） 

 平成２９年度 「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」 

～パワーポイントを利用した学校クイズの授業実践～ 

 平成２９年度 「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」 

～ＷｅｂＡＰＩを取り入れてデータを活用する授業実践～ 

 平成３０年度 「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」 

    ～オーロラクロック２Ｎ制御ソフトを利用して課題を解決する授業実践～ 

 平成３１年度 「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」 

    ～オーロラクロック２Ｎ制御ソフトを利用して課題を解決する授業実践～ 

 令和元年度 「小学校から中学校へのプログラミング教育の接続」（技術分野） 

 ～ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング～ 

 令和２年度 「Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ を活用して小学校から中学校への 

  プログラミング教育の接続」（技術分野） ～プログラムによって問題を解決しよう～ 
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 令和３年度 「Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ を活用して中学校から高等学校への 

  プログラミング教育の接続」（技術分野） ～プログラムによって問題を解決しよう～ 

 令和４．５．６年度 「Ｓｃｒａｔｃｈを活用したプログラミング的思考を育む授業の創造」（技術分野） 

 

 

３．全体研究とのかかわり（技術分野で目指す具体的な生徒の姿） 

 全体研究では「自立した学習者」に焦点を置いている。変化の激しい時代においても、ウェルビーイングが実現さ

れた姿となるために、各教科で「自立した学習者」とはどういう姿なのかを明らかにし、そうした姿を実現するため

の授業を検討している。 

 技術分野における自立した学習者とは、以下のような姿だと考えられる。 

 

 

 「中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編」において、技術分野の目標の中に「技術革新を牽引す

る力」や「よりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力」といったことについて明記されている。こういっ

た力を獲得した姿こそ、技術分野における「自立した学習者」だと考えられる。 

 そうした力を獲得するためには、「問題を見出して課題を設定し、解決するために積極的に取り組む」ことと「問

題解決学習を他者と協働し、積極的に取り組む」ことが必要だといえる。 

 

４．研究の内容 

（１）授業の検討について 

 世界的にデジタル化が進んでいる中、通信技術の進化、モバイル端末の普及、そしてそれによる社会の変化が目ま

ぐるしい速さで進んできた。中でもインターネットとものが繋がるＩｏＴ技術も飛躍的に進歩し、モバイル端末で通

知の確認や制御などを行うこともでき、生徒の日常生活もインターネットなしでは成り立たないようになってきた。

以上の現状を踏まえ、中央教育審議会「教育課程企画特別部会では、Ａ～Ｃの領域で、デジタル技術との関連を図っ

ていくことが挙げられている（教育課程企画特別部会「論点整理」５４ページより）。このことから「Ｄ情報の技術」

が他の３領域の基盤となっていくことが言える。だからこそ、「Ｄ情報の技術」において、問題解決学習を通して情

報活用能力やプログラミング的思考を育んでいくことこそが、持続可能な社会を構築する資質・能力の育成につなが

っていくと考えられる。 

 そこで、本題材では、計測制御の技術における問題解決学習を行い、情報活用能力やプログラミング的思考を育ん

でいきたい。また、その中で、生徒がいくつかのセンサやアクチュエータを試せる環境を用意したり、アクティビテ

ィ図を他者参照しながら考えたりできるようにするなどして、生徒が問題を見出し、課題を設定する力を伸ばせるよ

うな工夫をしていきたい。 

 

 

【技術分野における「自立した学習者」】 

・積極的に問題を見出し、課題を設定できる。 

・課題の解決に向けて、解決策を積極的に考案し、表現している。 

・課題の解決に向けて他者と協働し、積極的に取り組んでいる。 
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（２）事前調査 

 本研究において、生徒の実態や授業の有効性や妥当性を検討するためにも、プログラミングについての事前調査を

行った。 

 令和７年８月に、本校中学２年生２クラスの生徒に対してプログラミングに対する既有知識を明らかにするために

以下のアンケートを実施した。アンケート内容を、以下の表１に示す。なお「使用したブロックプログラミングソフ

トで、使用したソフトは何ですか？」と質問をしたところ、「Ｓｃｒａｔｃｈ」と答えた生徒が多かったため、今回のアン

ケートではＳｃｒａｔｃｈについて扱うこととした。 

 

 

表１．アンケートの内容  

Ｑ１-1：あなたは、画像にあるようなプログラミングソフトを使用して、 

   プログラミングをしたことがありますか？ 

 

Ｑ１－２：Ｑ１ではいと答えた方にお聞きします。いつ使用しましたか？例えば「小学５年生」など

の形で答えてください。 

Ｑ２－１：以下の画像について、プログラムの設計などに用いられる図ですが、この名称を知って 

いますか？ 

 

Ｑ２－２：Ｑ２ではいと答えた方にお聞きします。その名称を教えてください。 

Ｑ３：あなたは、プログラムでセンサやアクチュエータを動かしたことがありますか。 
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表１に示したアンケートの結果について、以下の表２に示す。 

表２．アンケートの結果 

質問 「はい」と答えた割合 「いいえ」と答えた割合 

Ｑ１－１ ８０．３％ １９．７％ 

Ｑ１－２ 小学５年生：７０％ 小学校４年生：１６％習い事：１４％ 

Ｑ２－１ ３９．６％ ６０．４％ 

Ｑ２－２ 正答率：４４．０％ 

Ｑ３ ９．６％ ９０．４％ 

 生徒の殆どが、Ｓｃｒａｔｃｈでのプログラムの経験があることが分かった。しかし、「アクティビティ図」というもの

を知っている生徒が半数を割っていることや、センサやアクチュエータを動かしたことがある生徒が殆どいないとい

う現状が明らかになった。そのため、アクティビティ図でプログラムを表すことなどを通して、プログラミング的思

考を育んでいきたい。また、問題解決学習を行うにあたっては、センサやアクチュエータがどのように可動するのか

体験させることも必要であることが分かった。そのため、生徒が試すことができる環境を用意していきたい。 

 

（３）取り組む問題解決的な学習の活動について 

 本研究の背景には以下のことが挙げられる。 

・（１）で述べたように、通信技術の進化、モバイル端末の普及、そしてそれによる社会の変化など 

・そしてそれらに対応できる資質・能力を育成するため、情報の技術の内容をより高度にした「新・技術分野」を

創設する文部科学省の意向 

 以上のことから、生徒一人ひとりが、日常生活から問題を見出して課題を設定し、その課題を解決することができ

るプログラムの制作を行うことができる資質・能力を育むとともに、プログラミング的思考とプログラムの内部構造

を理解する力を育むことも求められると考えられる。そのため、本研究では、プログラムの内部構造を理解させるこ

とも念頭において指導し、問題解決的な学習に取り組ませ、プログラミング的思考や問題設定・課題解決能力を育成

したいと考えている。 

 

≪参考・引用文献≫ 

・「中学校学習指導要領解説 技術・家庭科編」 文部科学省（平成２０年９月） 

・「中学校学習指導要領解説 技術・家庭科編」 文部科学省（平成２９年６月） 

・「高等学校学習指導要領解説 情報編」 文部科学省（平成年７月） 

・「評価規準の作成評価方法等の工夫改善のための参考資料」国立教育政策研究所（平成２３年１１月） 

・中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援の学習指導要領等の改善及び必要な方策等

について」 文部科学省（平成２８年１２月２１日） 

・未来を拓く資質・能力と新しい教育課程 学事出版（２０１６年１２月８日） 

・小・中・高でのプログラミング教育実践 問題解決を目的とした論理的思考力の育成 

日本産業技術教育学会（２０１９年９月） 

・「中高接続を意識したプログラミング教育の検討」（２０２１年１１月） 

・内閣府，「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」，ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ８．ｃａｏ．ｇｏ．ｊｐ/ｃｓｔｐ/ｓｏｃｉｅｔｙ５＿０/ 

・実教出版「最新情報Ⅰ」（２０２２年４月） 

・実教出版「高校情報ⅠＪａｖａＳｃｒｉｐｔ」（２０２２年４月） 

・実教出版「高校情報ⅠＰｙｔｈｏｎ」（２０２２年４月） 

・日本文教出版「情報Ⅰ」（２０２２年４月） 

・東京書籍「情報ⅠＳｔｅｐ Ｆｏｒｗａｒｄ！」（２０２２年４月） 

・数研出版「高等学校情報Ⅰ」（２０２２年４月） 

・Ｓｃｒａｔｃｈ 財団，「Ｓｃｒａｔｃｈ」，ｈｔｔｐｓ：//ｓｃｒａｔｃｈ．ｍｉｔ．ｅｄｕ 

・文部科学省，「Ｓｃｒａｔｃｈ 正多角形をプログラムを使ってかく」 

ｈｔｔｐｓ：//ｗ．ｍｅｘｔ．ｇｏ．ｊｐ/ｏｍｐｏｎｅｎｔ/ａ＿ｍｅｎｕ/ｅｄｕｃａｔｉｏｎ/ｍｉｃｒｏ＿ｄｅｔａｉｌ/＿ｉｃｓＦｉｌｅｓ/ａｆｉｅｌｄｆｉｌｅ/２０１９/０５/ 

２１/１４１７０９４＿００６．ｐｄｆ 

・Ｕｎｉｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎｓ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅ，“Ｈｕｍａｎ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｒｅｐｏｒｔ ２０１５：Ｗｏｒｋ ｆｏｒ    

Ｈｕｍａｎ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ”，ｈｔｔｐ：//ｈｄｒ．ｕｎｄｐ．ｏｒｇ/ｅｎ/ｃｏｎｔｅｎｔ/ｈｕｍａｎ＝ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ－ｒｅｐｏｒｔ－２０１５ 
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・「我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」 

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｍｅｘｔ．ｇｏ．ｊｐ/ｃｏｎｔｅｎｔ/２０２５０２２１－ｍｘｔ＿ｋｏｕｔｏｕ０２－００００４０４００＿１．ｐｄｆ 

・「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ（案）」 

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｍｅｘｔ．ｇｏ．ｊｐ/ｂ＿ｍｅｎｕ/ｓｈｉｎｇｉ/ｃｈｕｋｙｏ/ｃｈｕｋｙｏ３/０５３／ｓｉｒｙｏ/＿ｉｃｓＦｉｌｅｓ/ａｆｉｅｌｄｆｉｌｅ/２０１６/

０８/２２/１３７６１９９＿２＿２＿４．ｐｄｆ 

・ＯＲＥＩＬＬＹ「Ｓｃｒａｔｃｈではじめる機械学習 作りながら楽しく学べるＡＩプログラミング第２版」 

・教育課程企画特別部会における論点整理について 

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｍｅｘｔ．ｇｏ．ｊｐ/ｂ＿ｍｅｎｕ/ｓｈｉｎｇｉ/ｃｈｕｋｙｏ/ｃｈｕｋｙｏ３/００４/ｇａｉｙｏｕ/ｍｅｘｔ＿０００１０．ｈｔｍｌ 
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【家庭分野】 

２．研究の目的 

 令和２年度～令和３年度 「技術・家庭科における主体的な学びを実現した授業」 

 １年次 「家庭分野における主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」（Ｂ食生活と自立） 

 ２年次 「家庭分野における主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」（Ｂ衣生活と自立） 

 

 令和２年度から令和３年度にかけて、全体研究「創造性に富んだ、未来を切り拓く生徒の育成～『主体的な学び』

のプロセスモデル実現を目指して～」の実現のため、技術・家庭科（家庭分野）では、「家庭分野における主体的・

対話的で深い学びの実現に向けて」という主題のもとで研究を行った。授業を公開することはできなかったが、研究

会の先生方には動画視聴という形で授業を見ていただき、オンラインでの研究会を行うことができた。 

 研究では、附属中「主体的な学び」のプロセスモデルと家庭科の一連の学習過程を組み合わせて「学びの過程」と

して、家庭分野での主体的な学びの実現を目指した。授業では、パフォーマンス課題を設定したことや、ＩＣＴを活用

したことで、生徒がより自分の生活をイメージして学習に取り組むことができ、既習事項についてｉＰａｄを使って振

り返りながら取り組む姿を見ることができた。ルーブリックを生徒に提示して学習を進めたので、それも生徒の学習

意欲を高めるツールとなっていた。また、学習毎の振り返りシートを活用することで、生徒が自身の成長や変化を感

じながら学習を進めることができた。課題としては、さらに適切な場面でのＩＣＴの活用について検討すること、その

他の題材での「学びの過程」を活用した学習を研究していくことが挙げられた。 

 また、「主体的に学習に取り組む態度」の評価について、「粘り強い取組を行おうとする側面」と「自らの学習を調

整しようとする側面」、技術・家庭科ならではの「実践しようとする態度」の３点に着目して評価を行った。評価に

ついての課題点としては、生徒の観察による見取りで評価する際には、１時間の授業の中では評価しきれないことが

考えられるため、数時間の計画の中で評価するようにすることや、毎時間の振り返りシートによる評価については、

教員の負担軽減のためにも、より短時間で的確に評価できるような工夫を検討していくことが挙げられた。 

 令和４年度から令和６年度にかけて、全体研究は「新たな価値を創造する生徒の育成～『主体的な学び』のプロセ

スモデルを生かした実践を通して～」をテーマに進められた。家庭分野においては、正規教員の不在により、一時的

に研究活動が中断されていた。 

 

３．全体研究とのかかわり 

 全体研究「自立した学習者の育成 ～学びを深める授業の創造～」の実現を目指し、技術・家庭科では研究主題を

「持続可能な社会を切り拓こうとする学習者の育成 ～問題解決的な学習を通して、自立と協働の力を育む技術・家

庭科の授業づくり～」と設定した。全体研究では自立した学習者を「学びの場面において、自己選択・自己決定を繰

り返し、課題の解決に自ら進んで向かう者」と定義しており、そうした学習者像の実現に向けて、学びを深める授業

実践に取り組んでいく。 

 家庭分野においては、「生活課題に対して自ら問いを立て、情報を収集・整理し、選択・判断を行い、よりよい生

活を目指して実践できる生徒」を「自立した学習者」の姿として、その育成に取り組んでいく。その手立てとして、

学びの「場」を整える工夫について、家庭分野の研究から迫っていきたいと考える。 

 

４．研究の目的と手立て 

 学習指導要領が示す教育の方向性をふまえ、本研究では、家庭分野における「自立した学習者」の育成を目指すな

かで指導内容の具体化・授業方法の工夫・学習評価の改善などを通して、目指す資質・能力の育成を図っていく。 

 家庭分野における「自立した学習者」とは、「生活課題に対して自ら問いを立て、情報を収集・整理し、選択・判

断を行い、よりよい生活を目指して実践できる生徒」を指す。本研究では、そのような学習者を育てるために、学び

を深める授業の実践に取り組む。学びを深める授業は、主体的に学ぶ、内容を関連づけて学ぶ、他者とともに学ぶと

いう３つの要素が相互に作用することで実現できる。学びを深める授業を実現するための手立てとして、学びの「場」

を整える工夫に焦点を当てて授業を考えていく。 

 目的達成のために、以下のような具体的な手立てが考えられる。 

（１）生活と結びついた課題の設定 

 生徒の実生活に即した題材をもとに、自分ごととして捉えられる課題の設定と、解決に向けた実践的な活動を組み

込む授業づくりを探求する。 
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（２）課題解決的な学習過程の工夫 

 文部科学省『中学校学習指導要領（平成２９年告示）』に示されている、家庭科における学習過程をもとに、課題を

見出す力・見通しを持つ力・実践する力・評価して改善する力をバランスよく育成できるような学習過程の精緻化を

図る。 

 

（３）自己選択・自己決定を促す場の工夫 

 生徒自身が選択・判断できる場面を意図的に設けることで、自立に向かう力を育む。 

（４）協働的な学びの場の充実 

 ペアやグループでの話し合いや相互の振り返りを通して、多様な他者の考えや価値観に触れる機会を保障する。こ

れにより、生徒は自らの考えを相対化し、視野を広げ、思考を深めることができる。協働的な学びを通して、合意形

成や役割分担、相互支援など、社会生活に必要な力も育成される。特に家庭科では、生活課題を題材とすることで、

日常生活に直結する協働的学習が可能となる。 

 

（５）振り返りを通した学びの深化 

 振り返り活動によって、生徒は活動や学習の過程を可視化・語言化し、自分の学びを客観的にとらえる（メタ認知）。

これにより、学習内容が定着するだけでなく、次の課題に向けた見通しをもつことができる。特に家庭科では、振り

返りを通して学んだことを家庭や地域での実践に結びつけることができる。この「家庭・地域での実践」への発展は、

家庭分野ならではの学習成果であり、重視すべき要素である。 

 

５．〈引用・参考文献〉 

・文部科学省『中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 技術・家庭科編』開隆堂，２０１８． 

・山梨大学教育学部附属中学校研究紀要，２０２１． 

・山梨大学教育学部附属中学校研究紀要，２０２２． 

・日本家庭科教育学会『庭庭科教育ハンドブック』丸善出版，２０２５． 

・山梨県教育委員会『Ｒ７学校教育指導指針』，２０２５． 

・山梨県教育委員会『子供主体の授業づくりハンドブック』，２０２５． 

・伊波富久美『「わかったつもり」を問い直す家庭科での学び』あいり出版，２０１４． 
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